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浅部ゆっくり地震活動と地殻流体に基づく地殻変動とプレート間固着の特徴とまと
め
An overview of seismic coupling and crustal deformation on the basis of geofluid and
shallow slow earthquakes
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本発表では，地殻流体の役割として，高間隙圧による浅部ゆっくり地震への寄与に関する研究のまとめを行う．
浅部超低周波地震は，これまで西南日本や十勝沖でしか捉えられてこなかったが，東北地方太平洋沖地震後の詳細な

解析により，東北沖でも発生していることが確かめられた．そこで本研究では，数値シミュレーションに基づいて，浅
部超低周波地震の活動とプレート間固着との関係を調べ，その結果を東北地方太平洋沖地震へ適用することを試みた．
南海トラフ沿いで発生する”ゆっくり地震”の一種である超低周波地震は，30kmの等深線上にほぼ分布しているだ

けでなく，海溝付近でも発生していることが，最近の海底観測から明らかとなった．
そこで本発表では，海溝まで地震性すべりが突き抜けるほど強く固着する場合と地震性すべりが海溝まで突き抜けな

い弱い固着の場合について，大規模な数値シミュレーションの計算結果を比較し，浅部超低周波地震の活動変化の特徴
およびそれに伴う地殻変動についての抽出を試みると共に，地殻流体の役割について西南日本と東北沖とで比較しなが
ら議論する予定である．
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